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②次年度より設置を校内で検討して
いる「地域交流室（案）」について、概
要を説明し、ボランティアの募集や運
営方法について、２グループ（唐沢小
区域、竹間沢小区域）に分かれて熟議
を行った。

唐沢小区域グループ
現状の案では、生徒の関わる時間が少ない、地域での担当の方を決めるの
が難しいという課題がある。サークル活動を地域交流室で行ってもらう、子
育てに関するコミュニティを作り交流するなどして、生徒との関わりを探る
などの工夫が必要。他市町村では、地域のボランティアが校内の見守りを
行っているところもある。

竹間沢小区域グループ
周知の難しさや、学校側の負担になるのではないか、という懸念もある。ボ
ランティア募集についても、地域のイベントにおいても参加者が集まらない
実態であり、こうした企画が時代や地域に合っているのか、判断しにくい。
生徒の課題としてある「コミュニケーション能力の向上」に対するひとつの
手だてとして「地域交流室」を提案があるので、数人でも関わる生徒がいれ
ば意味のあるものと思う。ボランティアの方にはグループでお願いしたり、
囲碁・将棋等の遊びから輪を広げる、得意なものの発表の場とするなどの
工夫が必要。
地域交流室とは別に、特定の日や時間を設けて、「交流すること」を目的と
した機会を設定する方法も考えられる。
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(1)令和６年度全国・埼玉県　学力・学習状況調査結果

（２）地域学校協働活動等報告

（３）令和６年度第２回三芳町コミュニティ・スクール推進委員会の開催について

（４）令和６年度三芳町教育委員会委嘱研究報告会の開催について

（5）令和７年度学校運営協議会委員について

欠席者人数

議題

(1)熟議：地域の方の学校・地域への参画、生徒の地域参画を進めるために

　　①地域学校協働活動等のボランティア応募が少ない理由について

　　②地域交流室の提案とその活用について
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協議結果 意見の概要

①今年度より始めている地域学校協
働活動等について、ボランティアの応
募数が想定より少なかった。今後応
募数を増やすために、応募が少なく
なった原因について、２グループに分
かれて熟議を行った。
熟議の手法は「ランキング」を活用し
た。

Aグループ
1・ボランティア意識の低さ　２・日程　３・学校というハードル
Ｂグループ
１・周知不足　２・ボランティア意識の低さ　３・何だか面倒そうな雰囲気

熟議の過程で、周知についてホームページ等を活用してもそもそも地域住
民は見ていない、回覧板を活用しても自治会に入っていない家庭には回ら
ない等の指摘があった。
ボランティア意識の低さについては、一般的には自分中心に考える傾向が
あり、ボランティアについても「誰かがやるだろう」という発想になる。行き
ましょうと声をかけてくれる人がいないとほとんどの人は行かない、という
意見があり、広く募集をかけるより個々に声をかけていく方が効果的とい
う指摘があった。
その他、高齢化により学校に行けないという地理的な原因や、活動のねら
いがどこに向かっているのかがわからない、といった指摘もあった。
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